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各 位 

会 社 名 琉球アスティーダスポーツクラブ株式会社 

 （コード番号  7364 TOKYO PRO Market） 

代 表 者 名 代表取締役会長      早川  周作 

問い合わせ先 取締役管理部長      平田  史隆 

 （TEL 098-851-8701） 

 

 

（訂正）「2022年 12月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年２月 28 日付で公表いたしました「2022 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の（セ

グメント情報）に訂正がありましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．訂正の理由 

「2022 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」発表後の発行者情報の作成過程におきまして、セグメン

ト調整額の一部に誤りがあることが判明したため、訂正を行うものです。 

 

２．訂正箇所 

訂正の箇所には下線を付して表示しております。 
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（訂正前） 

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自 2022年１月１日 至 2022年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが

行っているマーケティング事業及びアスリートマネジメント事業を含んでおります。 

２． 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント損失の調整額△153,009千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額185,856千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。 

全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社の現金及び預金等であります。 

(3) 減価償却費の調整額39千円は、本社資産に係る減価償却費であります。 

３．セグメント損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

 報告セグメント 
その他 

（注）１ 

調 整 額 

（注）２ 

連結財務諸

表計上額 

（注）３ 

スポーツ 

関連事業 
飲食事業 計 

売上高 

一時点で移転される財又は 

サービス 

一定の期間にわたり移転され 

る財又はサービス 

76,246 

 

192,660 

227,400 

 

2,825 

303,646 

 

195,486 

－ 

 

895 

 － 

 

－ 

303,646 

 

196,381 

顧客との契約から生じる収益 268,906 230,225 499,132 895 － 500,028 

その他の収益 － － － － － － 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 

268,906 

3,272 

 

230,225 

－ 

 

499,132 

3,272 

 

895 

－ 

 

－ 

△3,272 

 

500,028 

- 

 

計 272,179 230,225 502,405 895 △3,272 500,028 

セグメント利益（△は損失） △801 △59,192 △59,994 22 △153,009 △212,981 

セグメント資産 118,968 42,489 161,457 3,873 185,856 351,186 

その他項目 

減価償却費 

のれんの償却額 

有形固定資産及び無形固定資産 

の増加額 

 

164 

－ 

1,050 

 

 

1,075 

10,853 

7,781 

 

1,239 

10,853 

8,831 

 

－ 

－ 

－ 

 

39 

－ 

－ 

 

 

1,279 

10,853 

8,831 
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（訂正後） 

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自 2022年１月１日 至 2022年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが

行っているマーケティング事業及びアスリートマネジメント事業を含んでおります。 

２． 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント損失の調整額△153,335千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額185,856千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。 

全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社の現金及び預金等であります。 

(3) 減価償却費の調整額39千円は、本社資産に係る減価償却費であります。 

３．セグメント損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

以上 

（単位：千円） 

 報告セグメント 
その他 

（注）１ 

調 整 額 

（注）２ 

連結財務諸

表計上額 

（注）３ 

スポーツ 

関連事業 
飲食事業 計 

売上高 

一時点で移転される財又は 

サービス 

一定の期間にわたり移転され 

る財又はサービス 

76,246 

 

192,660 

227,400 

 

2,825 

303,646 

 

195,486 

－ 

 

895 

 － 

 

－ 

303,646 

 

196,381 

顧客との契約から生じる収益 268,906 230,225 499,132 895 － 500,028 

その他の収益 － － － － － － 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 

268,906 

3,272 

 

230,225 

－ 

 

499,132 

3,272 

 

895 

－ 

 

－ 

△3,272 

 

500,028 

- 

 

計 272,179 230,225 502,405 895 △3,272 500,028 

セグメント利益（△は損失） △801 △59,192 △59,994 22 △153,335 △213,307 

セグメント資産 118,968 42,489 161,457 3,873 185,856 351,186 

その他項目 

減価償却費 

のれんの償却額 

有形固定資産及び無形固定資産 

の増加額 

 

164 

－ 

1,050 

 

 

1,075 

10,853 

7,781 

 

1,239 

10,853 

8,831 

 

－ 

－ 

－ 

 

39 

－ 

－ 

 

 

1,279 

10,853 

8,831 


